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 要  旨 
【背景と目的】 
Ti は比強度や耐食性、生体適合性に優れた金属であり、近年では主に生体金属として用いられてい
る。歯科の分野で主に使われる CP Ti(工業用純 Ti)は生体適合性に優れるが強度が不十分であり、強
度の高い Ti 合金では他元素の毒性が懸念されている。そこで本研究は結晶粒の微細化による強度上




加工性の高い、高純度の CP Ti Grade2 に種々の加工条件で多軸鍛造(MDF)を施し、微細化に適する





1)CP TiGrade2 の 300KMDF 加工では 4.0t'H 、 005.0tH& が結晶粒微細化に最も適する条件であっ
た。また中累積ひずみ域で割れが発生する事を鑑み、MDF で高累積ひずみ材を作製するには
005.0,4.0   ' HH & の条件が適している。 
2)CP TiGrade2 の微細化機構は、低ひずみ域で多くの変形双晶が初期粒を分断し、中ひずみ域以降は
連続動的再結晶が支配的になり 100nm 以下の超微細な亜結晶粒を形成する事が分かった。また
77K, 0.6 '¦ H MDF 材や 0.3 '¦ H 圧延材は結晶粒径にして 40nm～200nm の等軸な超微細粒組
織が観察された。 
3) 4.2 '¦ H ～3.0 の中累積ひずみ域では 573K,1800sec の時効処理が最適であり、 0.3 '¦ H 圧延
材の時効処理により最大強度 1060MPa,伸び 23%の優れたバランスを有する CP Ti が得られた。 
4) 4.2 '¦ H MDF材に時効処理と圧延を施す事で、均一な超微細粒組織が得られた。77KMDF-時効
-77K 圧延材の最大強度は 1170MPa 伸び 14%を示し、一般的な Ti 合金より優れた機械的性質が得ら
れた。 
 
